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2 斑鳩町の子育て環境がさらに充実

アイ・キャッチプロジェクト
～不登校対策の取り組みについて～

パゴにっき

斑鳩文化財センターだより

図書館だより

住民活動センターだより

第3期健康増進計画・食育推進計画を
策定しました
第2期自殺対策計画を策定しました

第９期介護保険事業計画・
高齢者福祉計画を策定しました

令和７年４月１日採用
斑鳩町職員採用試験
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「クリーンキャンペーンを開催」（P16に関連記事）
掲載しているイベント等の情報は、
６月１９日時点での情報です。状況
により変更となる場合があります。
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▲ 町ホーム
ページ ▲ 中西町長

斑鳩町は
子育て応援のまち

～知ってほしい　斑鳩町の子育て支援～

中西町長と
意見交換
しましょう

　斑鳩町では「第３期子ども・子育て支援事業計画」の策
定をすすめています。この計画は、子育て支援に関する事
業展開など、今後の町の方向性を定めるものです。
　そこで、中西町長が住民のみなさんと、斑鳩町の子育て
について意見交換するため、「子育てタウンミーティング」
を開催します。

日　時　９月２８日（土） 午後２時～（90 分程度）
場　所　生き生きプラザ斑鳩 ２階 大会議室
対　象　町在住で、子育てに関心のある人　　
申　込　参加を希望する人は、９月１２日（木）までに　　
　　　　子育て支援課（☎0745-75-1152）へお申し
　　　　込みください。　
※ 託児サービス（生後満５か月～）があります。

運営主体　　社会福祉法人檸檬会
場　　所　　神南２丁目４番２９号
定　　員　　１５０人
            　　（幼稚園定員４５人、保育所定員１０５人）
開園時間　　午前７時３０分～午後８時                                                                   
                 （延長保育をふくむ）
電話番号　　０７４５－７０－００２０

ご参加を
お待ちして

います
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？幼保連携型認定こども園とは？　
　小学校に就学する前の子どもに、教育と保育を総合的に提供することができる、幼稚園機能と
保育園機能が一体となった施設です。同じ園舎や同じクラスで、幼稚園児と保育園児が一緒に生
活し、保育士と幼稚園教諭の資格を持つ先生が、子どもたちに関わります。　　

　斑鳩町が、旧・斑鳩
西幼稚園の再構築によ
り誘致し、認定こども
園が誕生。

法隆寺幼稚園と小規模
保育所ほうりゅうじが
統合されて、認定こど
も園に。　　

運営主体　　社会福祉法人檸檬会
場　　所　　神南２丁目４番２９号
定　　員　　１５０人
            　　（幼稚園定員４５人、保育所定員１０５人）
開園時間　　午前７時３０分～午後８時                                                                   
                 （延長保育をふくむ）
電話番号　　０７４５－７０－００２０

運営主体　　学校法人斑鳩学苑
場　　所　　法隆寺２丁目９番３５号
定　　員　　２３１人
　　　         （幼稚園定員１５０人、保育所定員８１人）
開園時間　　午前７時～午後７時 　　　　　　　　　　　
　　　　　　（延長保育をふくむ）
電話番号　　０７４５－７４－２０９１　　

レイモンド
斑鳩こども園

認定こども園
法隆寺幼稚園

レイモンド斑鳩こども園

認定こども園法隆寺幼稚園
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斑鳩町内の保育所・認定こども園・幼稚園

ふれあい
交流センター
いきいきの里

法隆寺

斑鳩
中学校

法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

いかるがホール
　町立図書館

斑鳩南中学校

西公民館

中央公民館

JR法隆寺駅

東公民館
すこやか斑鳩・
スポーツセンター

たつた保育園

郵便局

斑鳩町役場

斑鳩西小学校

斑鳩小学校

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
子育て支援課

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
子育て支援課

斑鳩東小学校

簡易郵便局

❶
❹

❺

❼

❻

❽

❷

斑鳩
中学校

斑鳩小学校

斑鳩幼稚園

斑鳩東小学校 法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

いかるがホール
　町立図書館

斑鳩南中学校

斑鳩西小学校

西公民館

中央公民館

斑鳩東幼稚園
小規模保育所
ほうりゅうじみなみ

東公民館
すこやか斑鳩・
スポーツセンター

斑鳩町役場

たつた保育園

❸斑鳩黎明保育園

認定こども園
法隆寺幼稚園

P

ふれあい
交流センター
いきいきの里

三室休日応急
診療所 生き生きプラザ斑鳩

レイモンド
斑鳩こども園

保健センター
子育て支援課

郵便局

大和川
至大和高田

郵便局
富

雄
川

上宮遺跡公園

三室山

至大阪

至王寺

至三郷

至平群

竜
  田
   川

健民運動場

法輪寺
法起寺

至大和郡山

至奈良

至奈良
法隆寺

JR法隆寺駅

史跡
中宮寺跡

■ 令和 7 年度からの新規入園を希望する場合の手続き
   １号認定（幼稚園児）と２号・３号認定（保育園児）で入園の手続きの
時期や申込先が異なりますのでご注意ください。

番号 施設名 設置者 住所 受入年齢

❶ 町立たつた保育園 斑鳩町 龍田1-5-1 満７か月
～５歳児

❷ 町立あわ保育園 斑鳩町 阿波３-5-33 満７か月
～５歳児

❸ 斑鳩黎明保育園 社会福祉法
人和光会 法隆寺西3-8-8 満３か月

～５歳児

❹ 小規模保育所
ほうりゅうじみなみ

学校法人
斑鳩学苑 法隆寺南1-2-11 満７か月

～2歳児
3歳児

　～5歳児 幼稚園児

幼稚園児

7月中旬～
レイモンド斑鳩こども園（web）

生後57日
～5歳児 保育園児 Aと同じ

3歳児
　～5歳児

3歳児
　～5歳児

3歳児
　～5歳児

7月12日頃～
認定こども園法隆寺幼稚園（web）
P23の関連広告をご覧ください

満７か月
～５歳児 保育園児 Aと同じ

❼ 町立斑鳩幼稚園 法隆寺南
1-13-15

❽ 町立斑鳩東幼稚園 興留東
1-1-16

申込先・申込期間
A　保育園児申込
申込先

申込期間

　子育て支援課（☎0745-75-1152
生き生きプラザ斑鳩内）

　令和6年10月開始予定（広報いか
るが10月号に掲載予定）

申込先

申込期間

　教育委員会総務課
（☎0745-74-1123・役場2階）

　令和6年10月開始予定（広報いか
るが10月号に掲載予定）

幼稚園

保育園

❺ レイモンド
斑鳩こども園

❻ 認定こども園
法隆寺幼稚園

学校法人

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩学苑

社会福祉法
人檸檬会 神南２-４-29

法隆寺
２-９-35

認定
こども園

小学校就学前の
こどもの

保育・教育施設
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子育てマタニティ・タクシー
利用料金助成が充実

保育所・こども園の 
斑鳩町は につとめています

生き生きプラザ斑鳩４月
から

対　　象

助 成 額

妊婦または満３歳に満たない乳幼児の
保護者

　斑鳩町では、保育所・認定こども園の保育料を国基準の８０％に軽減しています。
　また、国の基準より階層を細分化することで、保護者の所得に応じてきめ細やかな保育料設定とし
て、子育てを応援しています。
　さらに、多子世帯の負担軽減を図るため、同時在園等の３歳未満児の保育料について、国基準の２
分の１から、町独自の制度として、４分の１に軽減しています。

　斑鳩町の子育て支援の拠点です。
　つどいの広場や子育て相談など、さまざまな子
育て支援事業を実施しています。
　また、今年４月から、妊娠から青年期まで切れ
目のない支援をおこなう「こども家庭センター」
を開設しました。

タクシー利用１回につき700円を上限
とし、対象者１人あたりの助成限度額
は14,000 円

申請期限

申込み・問合せ

タクシーを利用した日から６か月以内

子育て支援課
（☎ 0745ｰ75ｰ1152）

助成額を    690円→      700円に、
限度額を 6,900円→14,000円に拡充

満１歳 までを満３歳までに拡充

⬅斑鳩町子育て応援ブッ
クは、毎年度更新して、
発行しています。

電子版は、こちらからダ
ウンロードできます。⬇

（地図⑨）

保育料の軽減

【例】 第４階層・保育標準時間　３歳未満児

独自の階層 一般

４階層１ 19,800円
４階層２ 24,000円

24,000円

町独自の同時在園
２人目の保育料

→4分の１に軽減　4,900円
→4分の１に軽減　6,000円

国の基準
斑鳩町の保育料

第４階層 30,000円

町独自の
保育料の
軽減策により

４階層１の保育料

４階層２の保育料

４階層１・同時在園の２人目の保育料

４階層２・同時在園の２人目の保育料

年間122,400円軽減
年間72,000円軽減
年間121,200円軽減
年間108,000円軽減

国の基準の
８０％に軽減

きょうだいが同時在園の
場合は、さらに４分の１に
軽減。（国は２分の１）

さらに階層を細分
化し、所得に配慮し、
きめ細やかな保育
料設定に。

町独自の
  基準額
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“アイ・キャッチ”

「教育的予防」 「治療的予防」

“斑鳩町子どもと親のフリースペース くるむ”

欠席が長引く子ども達欠席初日̃7日目

     ～ 欠席が続く児童生徒の居場所づくり ～
令和５年９月５日に開室しました。ありのままの自分が、
安心できる「空間」で充実した「時間」を過ごせます！！

～ 初めての欠席日に着目 ～
     教員が「気づき」、そして
   「見逃さない」!!

～不登校対策の取り組みについて～
教育委員会事務局総務課（ ☎ 内線 ２３４）

“アイ・キャッチ”の意味って？？
● アイ（ eye ）　　　：「目」、「まなざし」、「視力」、「観察力」

● キャッチ（ catch ）：「捉える（理解する、みつける）」、
　　　　　　　　　　　　　　　「掴む（心の変化に気付く）」 、
　　　　　　　　　　　　　　　「ひきつける（深く関わる）」

 ⇒ さまざまな場面や情景などを把握し、 予測と対策を考え、 柔軟かつ的確に、 
　  子ども達一人ひとりを尊重した対応を行うこと。

　近年、学校教育を取り巻く課題として、「不登校」、「暴力行為」、「いじめ」などの生徒指導上の課題が
深刻化し、生徒指導を巡る状況は大きく変化してきています。
　特に、不登校児童生徒は全国的にも増加しており、その背景も多様化し、個々に応じた的確な支援を
すすめることが大変難しい状況にあります。
　斑鳩町でも、同様の状況にあり、この不登校対策を最重要課題として捉え、 誰一人取り残さず支援し、 
子ども達の社会的自立を支えるため、 “アイ・キャッチ” プロジェクトをすすめていきます。
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保護者

学　校

PTAボランティア

自治会地　域
～子ども達の「笑顔」のために～

　教員経験者を中心とした指導員が、子ども
の思いに寄り添いながら、活動の場と心の居
場所を確保することで、教育相談、生活指導、
学習指導、個別支援、保護者・在籍校との連
携、保護者への支援などを行います。

 『和（輪）の心』を持って、手と手を取り合い、支援します。

中西町長と山本教育長による、今後の不登校対策に関する対談のようす

“斑鳩町子どもと親の
フリースペース くるむ”

の活用

“アイ・キャッチ”
プロジェクトの推進

　教員が、「初芽の一歩（早期発見・早期支
援）」のスピード感を持って、「チーム学校」
として、子どもの自己存在感を育み、学校生
活のあらゆる場面で関わり、欠席が続かない
ように取り組みます。

はじめ

▲中西町長 ▲山本教育長

　斑鳩の子ども達が学校に
登校できるようになること
のみを目標にするのではな
く、社会的自立に向けた
「力」を育み、一人ひとり
が幸せな人生を送ることが
できるように、子ども達と
関わるすべての人と連携
し、取り組みましょう。

　斑鳩町教育理念「育てよ
う和の心」のもと、学校で
は新しい時代を担う、心豊
かなたくましい子ども達の
育成をめざし、常に、「子ど
もの側に立ち、子どもを主
語にする」という学ぶ側か
らの視点に立った教育を推
進しています。
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　　　第３期斑鳩町健康増進計画・
第３期斑鳩町食育推進計画を策定しました

健康対策課（☎0745-70-0001）

　斑鳩町では、住民が生涯にわたって健康でいきがいを持って暮らしていけることを目標に、健康づくり
と食育を推進しています。地域の実情に沿った健康づくりと食育に関する施策を計画的に推進していくた
めに、新たに両計画を一体的に策定しました。計画期間は、令和６年度から令和１７年度までです。

計画の理念

全ての住民が健やかで心豊かに生活できる
持続可能な社会の実現をめざして

健康増進計画

目 標 目 標

基本方針

健康寿命の延伸

１ 健康的な生活習慣をつくる
２ 生活習慣病の発症と重症化予防
３ ライフコースアプローチを踏まえた
    健康づくり
４ 誰もが健康になれる健康づくりが
    しやすいまちづくり

食育推進計画

基本方針

  食の大切さを知り、いつまでも健康に
   すごすための充実した食生活の実現
～食を楽しみ、おいしくいただきます～

１ 健康寿命の延伸にむけた食育
２ 次世代の健全な食習慣形成のための食育
３ 食文化の継承につなげる食育
４ 食を支える環境づくり

　健康寿命とは、介護を受けたり、病気で寝たきりになったりせず、元気に過ごせる期間を言い、単なる余命
の長さだけでなく、「自立期間」をいかに延ばすかが、生活の質（QOL）を高めるうえで重要です。
　斑鳩町の健康寿命（65 歳以降の平均自立期間）は、男性が１９．４８年、女性が２０．４０年と女性の方が
高い数値となっています。また、男性は県や全国より高いですが、女性は県や全国より低い値を推移しています。

「第3期斑鳩町健康増進計画・
第３期斑鳩町食育推進計画」の
全文は町ホームページからご
覧いただけます。

斑鳩町の健康寿命
男 性 女 性 

20.00
（年） （年）

19.00
18.49

18.62 18.95
18.79 19.48

19.01

18.24
18.03

平成 30 年

斑鳩町 奈良県 全国

令和元年 令和 2 年 平成 30 年

斑鳩町 奈良県 全国

令和元年 令和 2 年
18.00

22.00

21.00
21.06

21.05

21.30 21.52

21.52
20.4020.4120.50

20.00

18.43

21.29
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健康寿命延伸に向けた健康づくりの推進

１. 健康的な生活習慣をつくる

主な行動目標

◆野菜や食塩の摂取に気をつけて、バランスのよい食生活をしましょう
◆日常生活で体を動かしましょう
　（日常生活で活動量を増やす工夫をし、継続しましょう）
◆良い睡眠とストレス解消で、こころもからだも健康に保ちましょう
◆喫煙がおよぼす健康影響について正しく理解しましょう
◆アルコールが身体におよぼす影響について正しく理解しましょう
◆定期的に歯科健診を受けましょう 

2. 生活習慣病の発症と重症化予防

主な行動目標

◆生活習慣病やフレイル予防についての正しい知識を身につけ、自分にあった
　健康づくりに取り組みましょう
◆定期的に健診・がん検診を受け、早期発見・早期治療・重症化予防に努めましょう 

3. ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

主な行動目標

◆３食きちんと食事をとり、早寝・早起きを実践しましょう
◆活発に体を動かし、日常的に運動しましょう
◆フレイル予防についての正しい知識を身につけ、自分にあった健康づくりに取り組みましょう
◆いきがいのある自立した生活を送りましょう
◆女性ホルモンの変化が健康におよぼす影響について正しい知識を身につけ、ライフステージに
　応じた適切な生活をしましょう 

4. 誰もが健康になれる健康づくりがしやすいまちづくり
 

主な行動目標

◆健康づくりに関心を持ち、健康づくりの教室やイベントに積極的に参加しましょう
◆ボランティア養成講座に参加しましょう

健康増進計画
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健全な食生活の推進
１. 健康的な生活習慣をつくる

主な行動目標

◆健康的な食生活を身につけ、適正体重を維持しましょう
◆野菜や食塩の摂取に気をつけて、バランスのよい食生活をしましょう 

２．次世代の健全な食習慣形成のための食育

◆３食きちんと食事をとり、早寝・早起きを実践しましょう
◆女性ホルモンの変化が健康におよぼす影響について正しい知識を身につけ、
　ライフステージに応じた適切な生活をしましょう

３．食文化の継承につなげる食育

◆郷土料理や伝統料理、行事食などを地域や次世代へ継承しましょう
◆地産地消を心がけましょう
 

4．食を支える環境づくり
 

◆地域における食育活動に積極的に参加しましょう
◆環境に配慮し、食品ロス削減に取り組みましょう
◆食品備蓄を行い、災害時に備えましょう
◆食の大切さを認識し、生涯にわたり食育を実践しましょう

食育推進計画

　

～災害時の食品備蓄にローリングストック法を活用しましょう～

　「ローリングストック」とは、普段の食品を少し多めに買い足すことで、常に一定量の食品が家庭
で備蓄されている状態を保つための方法です。
　主に、災害時に使用する「非常食」だけでなく、日常で使用し、災害時にも使えるものを

「ローリングストック」としてバランス良く備えることが大事です。

主な行動目標

主な行動目標

主な行動目標

～１日に野菜を５皿以上（350g 以上）食べましょう～

　生活習慣病予防のためには、１日 350g の野菜が必要です。１皿当たり約 70g とすると、
１日小鉢５皿程度の野菜料理になります。小鉢１皿（70g）の野菜は片手に乗るくらい
の分量です。「朝１皿、昼２皿、夕２皿」を目安に野菜を摂取しましょう。
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　自殺は、健康や精神的な視点だけではなく、人間関係や社会的・経済的な問題などが複
雑に関連しています。自殺に追い込まれようとしている人が地域で安心して生活を送れる
ようにするには、保健・医療・福祉・教育・労働などさまざまな分野の関係者や組織など
が緊密に連携することが必要です。また、住民一人ひとりが「自殺対策」への理解と関心
を高め、自らのこころの不調に気づいたり、自分の周りでＳＯＳをつなぎ、見守っていけ
るよう支援体制の構築をめざします。計画期間は、令和６年度から令和 11 年度までです。

第２期斑鳩町自殺対策計画を策定しました 
健康対策課（☎0745-70-0001）

（１）地域におけるネットワークの強化

（２）自殺対策を支える人材育成

（３）住民への啓発と周知

（４）生きることの促進要因への支援

（５）児童・生徒の「SOS の出し方に関する教育」
町では、
ゲートキーパー
養成講座を
行っています。

～ ゲートキーパー とは～

　
〇 ゲートキーパーの役割

気づく：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
聴   く：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
つなぐ：早めに専門家に相談するように促す
見守る：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

計画の理念

誰も自殺に追い込まれることのない斑鳩町の実現

　ゲートキーパーとは、直訳すると「門番」ですが、死にたいほどの悩み
を抱えた人に「気づき」、話を「聴き」、適切な相談機関に「つなぎ」、「見守る」
人のことです。悩みを抱えた人は「人に悩みを言えない」、「どこに相談した
らよいかわからない」などの状況に陥ることがあるため、ゲートキーパー
が悩みを解決していく道案内の役割を果たそうというものなのです。
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斑
鳩
町
の
令
和
６
年
度
以
降
の
65
歳
以

上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
人
口
・
要
介
護

認
定
者
の
推
計
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
今
後
も
後
期
高
齢
者
人
口
と
要
介
護
認

定
者
は
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
や

そ
の
費
用
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。 

高
齢
者
の
人
口
推
計
等

第９期　斑鳩町介護保険事業計画・
高齢者福祉計画を策定しました

福祉課（ ☎ 内線 １２６）

　高齢者人口の急速な増加に直面している本町において、サービスや支援を必要としている人々が、

「地域包括ケアシステム」における「医療」「介護」「予防」「生活支援」「住まい」のネットワークとつなが

り、その人らしいくらしをいつまでも続けられる社会の実現をめざします。

　本計画は、令和６年度から令和８年度までの３年間を期間として、生産年齢人口が減少し、団塊

ジュニア世代が65歳以上となる令和22年を見据え、地域包括ケアシステムがより住民に浸透し、安

心して高齢期を過ごすことができるように、地域包括ケアシステムの基幹となる地域包括支援セン

ターの機能強化や、在宅医療と介護の連携の強化、認知症施策の充実をはかることをめざします。

斑鳩町がめざす高齢社会像

 65歳以上人口、要介護認定者等の推計 

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

65歳以上人口 
（第１号被保険者） 

8,657人 8,657人 8,632人 

うち 75歳以上 5,309人 5,421人 5,515人 

要介護・要支援 
認定者 

1,784人 1,815人 1,869人

①  高齢期においてもさらに元気で活力あるまちづくり
②  自分らしいくらしを送れる安心のまちづくり
③  地域に根ざしたふれあい・助けあい・支えあいのまちづくり

▲ 地域支援講座（介護予防の運動講座） ▲ 地域支援講座（介護予防の栄養講座）
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　この計画は、介護保険の保険給付や介護予防などに関する介護保険事業計画と、自立生活の支
援や生きがい対策なども含めた高齢者福祉計画をあわせ、総合的な事業計画として策定しました。

① 社会参加と生きがいづくりの支援
（1） 地域でのふれあい・交流の促進
（2） 生涯学習・生涯スポーツの推進
（3） 就労、ボランティア活動への参加の促進
（4） 活動の場の提供

② 健康寿命の延伸をめざした健康づくり・
　 介護予防の強化

（1） 健康づくりの定着と疾病予防の強化
（2） 介護予防・日常生活支援総合事業の充実
（3） 要介護状態の改善・悪化防止をめざした
　　介護予防サービス

③ 心身の状態に応じた適切で効果的な
　 介護サービスの提供

（1） 介護予防と自立生活を支援する居宅サービス
（2） 個人の生活と心身の状態をふまえた地域密
　　着型サービスや施設サービス

（3） 安心して支援・サービスを利用できる体制の
　　構築

（4） 介護人材の確保と資質の向上
（5） 介護給付適正化事業

④ 地域包括ケアシステムの深化・推進
（1） 地域包括支援センターの機能強化と
　　地域ケア会議の充実

（2） 在宅医療・介護連携の推進
（3） 高齢者の居住安定に係る施策の推進
（4） 高齢者の権利擁護の推進

⑤ 認知症になっても地域で安心して
　 暮らせる支援体制の充実

（1） 認知症に関する啓発の推進
（2） 認知症予防の取組みの推進
（3） 認知症ケア・認知症の人の介護者への
      支援の充実

（4） 若年性認知症の人への支援と認知症
　　バリアフリーの推進

⑥ 住み慣れた環境での自立生活の支援
（1） 生活支援体制整備の推進
（2） 在宅での自立生活の支援・地域での
      ふれあいの推進

（3） 外出の支援
（4） 家族介護者に対する支援
（5） 生活環境（住環境、都市環境）の整備

地域包括ケアシステム
（イメージ）

 

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
６
つ
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

施
策
の
目
標
・
内
容

者

計画の基本理念

誰もが、健やかに、住み慣れた環境で、
　生き生きとした生涯を送ることができるまちづくり
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介
護
保
険
制
度
は
、
社
会
保
険
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
保
険
料
や
公
費
に

よ
っ
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
負
担

を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の
介
護

保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
等
の
23
％
分
を
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
23
％
を
65
歳
以
上
の
人
口
で

割
っ
た
額
が
、
介
護
保
険
料
の
金
額
を
設

定
す
る
基
準
額
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
基
準
額
は
、
３
年
ご
と
に

策
定
し
て
い
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
、
介
護
保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
や
要
介
護
認
定
者
な
ど
の
増

加
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
介
護
予
防
の
取
組
強
化

や
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
〜
令
和
８
年
度
に
お
け
る
保
険
料
の
基

準
額
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
介
護
保
険
の
第
１
号
保
険
料
の
多

段
階
化
（
標
準
９
段
階
か
ら
標
準
13
段
階

へ
の
見
直
し
）
の
改
正
に
伴
い
、
本
町
に

お
い
て
も
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料

に
す
る
た
め
、
保
険
料
の
段
階
を
13
段
階

か
ら
16
段
階
へ
見
直
し
ま
し
た
。

　
福
祉
用
具
貸
与
で
の
利
用
が
長
期
間

に
な
る
場
合
は
、
借
り
て
利
用
す
る
よ

り
も
購
入
し
て
利
用
し
た
方
が
費
用
を

抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
、利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

福
祉
用
具
の
適
時
・
適
切
な
利
用
と
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
利
用
方
法
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
選
択
の
対
象
と
な
る
福
祉
用
具
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

貸
与
と
購
入
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
福
祉
用
具

・
固
定
用
ス
ロ
ー
プ

・
歩
行
器
（
歩
行
車
を
除
く
）

・
単
点
杖
（
松
葉
づ
え
を
除
く
）

・
多
点
杖

※
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
介
護
支

　
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
や

　
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
説
明
を
受

　
け
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
支
援
専
門

　
員
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
選

　
択
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
情
報
提
供

　
と
医
師
や
専
門
職
の
意
見
、
利
用
者

　
の
身
体
状
況
等
を
踏
ま
え
た
提
案
を

　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
購
入
す
る
場
合
の
年
間
の
上
限
金
額

　（
購
入
金
額
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

　
り
１
年
間
（
４
月
１
日
か
ら
翌
３
月

　
31
日
ま
で
）
で
10
万
円
で
す
。

※
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
（
都
道

　
府
県
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
事
業

　
者
）
で
の
購
入
に
限
り
ま
す
。

※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
に
限
り
ま

　
す
。

　
第
９
期（
令
和
６
年
度
〜
令
和
８
年
度
）

に
お
け
る
介
護
保
険
料
は
、
15
ペ
ー
ジ
の

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

第
１
号
保
険
料
の
所
得
段
階
の
多
段
階
化

令
和
６
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
介
護
保
険
料
の
基
準
額

に
つ
い
て

福
祉
用
具
貸
与
の
対
象
用
具
の

う
ち
一
部
は
、利
用
方
法（
貸
与

ま
た
は
購
入
）を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

問
合
せ

・
福
祉
課     （
☎
内
線
１
２
３
、
１
２
０
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　（
☎
０
７
４
５

５
６
６
６
）

IKARUGA カフェ【和】
認知症について理解を深める場

斑鳩町介護保険事業計画・
高齢者福祉計画

厚生労働省　
令和６年度　

介護報酬改定について

保険料基準額

年間 61,680 円
（月額 5,140 円）

年間 61,600 円
（月額 5,134 円）

所得段階区分

13 段階

16 段階
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・生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で、市
町村民税非課税世帯の人

・市町村民税非課税世帯で、前年の課税年金収
入額+その他の合計所得金額が 80万円以下
の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

第14段階

第15段階

第16段階

保険料段階 対　　象　　者 基準額に
対する割合 保険料年額

基準額×0.275 16,940円

26,480円

39,110円

54,200円

61,600円
（基準額）

71,450円

77,000円

92,400円

104,720円

110,880円

117,040円

123,200円

129,360円

135,520円

138,600円

150,920円

基準額×0.43
・市町村民税非課税世帯で、前年の課税年金収
入額 + その他の合計所得金額が 80 万円超
120万円以下の人

基準額×0.635
・市町村民税非課税世帯で、前年の課税年金収
入額 + その他の合計所得金額が 120 万円超
の人

基準額×0.88
・本人が市町村民税非課税かつ前年の課税年金
収入額+その他の合計所得金額が 80万円以
下の人で、世帯は市町村民税課税の人

基準額×1.0・本人は市町村民税非課税、世帯は市町村民税
課税の人（第４段階以外の人）

基準額×1.16・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 120万円未満の人

基準額×1.25・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 120万円以上 210万円未満の人

基準額×1.5・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 210万円以上 320万円未満の人

基準額×1.7・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 320万円以上 420万円未満の人

基準額×1.8・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 420万円以上 520万円未満の人

基準額×1.9・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 520万円以上 620万円未満の人

基準額×2.0・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 620万円以上 720万円未満の人

基準額×2.1・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 720万円以上 820万円未満の人

基準額×2.2・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 820万円以上 920万円未満の人

基準額×2.25・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 920万円以上 1,020 万円未満の人

基準額×2.45・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金
額が 1,020 万円以上の人

第9期（令和6年度～令和8年度）介護保険料額
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史跡藤ノ木古墳
春季石室特別公開

いかるがあそびフェスタ
2024

斑鳩文化財センター
春季企画展　歴史講演会

いかるがの里クリーン
キャンペーン
～歩いて　拾って　再発見！
　斑鳩のいいところ～

5 25/

6 1/ 6 9/

5 25・26/
　藤ノ木古墳の歴史や魅力を体感する機会とし
て、石室を特別公開されました。参加したみな
さんは、普段は入れない石室の内部に感動した
ようすでした。
　また、法隆寺国際高校のみなさんも、ボラン
ティアとして、参加者の受付や石室内でのタイ
ムキーパーなどに協力されていました。
　見学後は、文化財センターや法隆寺などを訪
ねる人も多く、斑鳩の里を楽しんでいました。

　あそびやレクレーションを通して子どもたち
の健やかな成長と子育てしやすい地域づくりを
めざし、住民団体のみなさんが中心となった「い
かるがあそびフェスタ 2024」が中央体育館を
メイン会場として開催されました。
　当日は、たくさんの子どもたちが各種協力団
体による軽スポーツ・ゲーム・なつかしい遊び・
紙ひこうき飛ばし大会などに参加し、大いに盛
りあがりました。

　町内一斉清掃活動に約 1,100 人が参加し、
1,330 ㎏のごみが集められました。
　また、役場正面駐車場では、清掃活動に参
加した人に、たい肥と斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）から提供され
たゴーヤの苗が配られました。ゴーヤを上手
に育てて緑のカーテンをつくると、夏の暑い
日差しを和らげ、エコで涼しい夏を過ごすこ
とができます。
　みんなで環境にやさしい、きれいなまちを
つくっていきましょう。

　令和５年度の発掘調査の成果をいち早く紹介
する展示会に合わせて議演会が開催されまし
た。当日は、重要な成果があって話題となった
舟塚古墳と若草伽藍跡推定地の発掘調査につい
て、調査担当者から、調査のようすや出土品に
ついて説明がありました。参加者のみなさんは、
発掘調査の内容や出土品に関する解説に興味深
く聞き入っていました。
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総務課（☎内線262・271）● 試験概要

ホ町、はくし詳 ※
ームページの試
験案内をご覧く
ださい。

斑鳩町職員採用試験

１．採用予定日　令和７年４月１日（火）
２．受験申込　斑鳩町ホームページから
　　　　　　　お申し込みください。
３．受験申込期間　７月１日（月）～３１日（水）
４．募集職種、受験資格、試験日程・内容等

令和７年４月１日採用令和７年４月１日採用

人とのかかわりやつながりを大切にする人、変化に対して柔軟に適応し、新たなチャンスに
果敢に挑戦できる人を募集します。私たちと一緒に、未来へ続く斑鳩をつくりませんか。

職　種 採用
予定者数 試験日程・内容年齢要件学　歴　等

一般事務職 5人

保健師 1人

保育士・
幼稚園教諭 1人

文化財
専門技師 1人

1人

学校教育法による高等学校等以
上の学校を卒業した人または令和
７年３月31日までに卒業見込み
の人

保健師の資格を有する人または
令和７年３月31日までに資格を取
得見込みの人
保育士と幼稚園教諭の両方の資
格を有する人または令和７年３月
31日までに両方の資格を取得見
込みの人

以下のすべての要件を満たす人
・博物館法に基づく学芸員の資格
を有する人または令和７年３月
31日までに資格を取得見込みの
人
・学校教育法による大学（短期大
学を除く）もしくは大学院にお
いて、考古学もしくは歴史学・文
化財学に関する専門課程を履修
し、卒業した人または令和７年３
月31日までに卒業見込みの人

８月１７日(土)～２３日(金)
書類選考（エントリーシート方
式）、基礎能力等検査（自宅等
でのパソコン等を利用したＷ
ebテスト）

以下のすべての要件を満たす人
・学校教育法による高等学校等以
上の学校を卒業した人または令
和７年３月31日までに卒業見込
みの人
・身体障害者手帳、療育手帳また
は精神障害者保健福祉手帳等
のいずれかの交付を受けている
人

一般事務職
（障害者対象） 平成6年

４月２日
以降に
生まれた人

昭和５９年
４月２日
以降に
生まれた人

一次試験

１０月上旬（予定）
口述試験

三次試験

９月15日（日）
○保育士・幼稚園教諭
　適性検査
　実技試験（ピアノ演奏）
○その他の職種
　適性検査
　口述試験

二次試験

※障害があるなどの理由でWebテストの受験ができない場合は、７月31日(水)午後５時までに、必ず総務課へ
　ご連絡ください。上記期日までに連絡がない場合は、Webテスト受験を了承したものとみなします。
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舟塚古墳の出土品を分析して
わかった新発見

　今月号では、今年の５月から６月にかけて開

催した春季企画展「発掘調査速報展　新たに見

つかった斑鳩のお宝」の展示品のうち、舟塚古

墳から出土したものについて紹介します。

辻
金
具

　
辻
金
具
と
は
、
馬
に
乗
る
た
め
の
道
具

で
あ
る
「
馬
具
」
の
部
品
の
一
つ
で
、
馬

の
体
に
巡
ら
せ
た
縦
と
横
の
革
帯
の
交
点

に
取
り
付
け
る
部
品
の
こ
と
で
す
。
出
土

し
た
当
時
は
、
全
体
が
鉄
錆
に
覆
わ
れ
て

い
た
た
め
本
来
の
姿
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
奈
良
大
学
で
行
わ
れ
た
分

析
に
よ
る
と
、
金
や
銀
、
銅
の
成
分
が
検

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
き
ら
び
や

か
な
姿
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

玉
類 

　
　

　「
琥
珀
製
棗
玉
」
や
、「
埋
木
製
切
子
玉
」

な
ど
の
玉
類
が
出
土
し
ま
し
た
。

　「
琥
珀
製
棗
玉
」の
材
質
で
あ
る「
琥
珀
」

と
は
、
松
や
杉
な
ど
の
樹
液
が
化
石
に

な
っ
た
も
の
で
、
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
に

近
い
色
を
し
て
い
ま
す
。
出
土
品
は
ず
ん

ぐ
り
し
た
楕
円
形
で
、植
物
の
「
ナ
ツ
メ
」

の
実
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
棗

玉
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
く
で
は
、

６
世
紀
中
頃
に
造
ら
れ
た
三
里
古
墳
（
平

群
町
）
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　「
埋
木
製
切
子
玉
」
の
「
埋
木
」
と
は
、

地
中
に
埋
没
し
た
樹
木
が
完
全
に
化
石
に

な
る
前
の
も
の
で
、
光
沢
の
あ
る
黒
色
を

し
て
い
ま
す
。
出
土
品
は
、
立
方
体
の
そ

れ
ぞ
れ
の
角
を
斜
め
に
切
り
落
と
し
た

「
切
子
」
の
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
く
で
は
６
世

紀
前
半
に
つ
く
ら
れ
た
割
塚
古
墳
（
大
和

郡
山
市
）
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
玉
類
は
首
飾
り
や
腕
輪
な
ど

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
紐
に
通
さ
れ
、

被
葬
者
の
体
を
美
し
く
飾
っ
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
琥
珀
は
、
石
材
と
は
異
な
り
、
劣
化
し

や
す
い
素
材
の
た
め
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
接
合
を

行
う
な
ど
、
奈
良
大
学
に
よ
っ
て
当
初
の

姿
に
近
づ
け
る
保
存
処
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

土
器
群

　
春
季
企
画
展
で
は
、
舟
塚
古
墳
か
ら
出

土
し
た
高
杯
と
と
も
に
、
藤
ノ
木
古
墳
の

高
杯
を
参
考
に
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

　「
坏
」と
呼
ば
れ
る
須
恵
器
は
、つ
く
ら

れ
た
年
代
が
新
し
く
な
る
ほ
ど
、口
縁
部

が
低
く
（
短
く
）
な
る
特
徴
を
持
っ
て
お

り
、
二
つ
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
坏
を
比

べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
年
代
の
差
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
舟
塚
古
墳
が
藤
ノ

木
古
墳
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
発
見
が
あ
れ
ば
、
あ
ら

た
め
て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
じ 

か
な  

ぐ

舟
塚
古
墳
か
ら
出
土
し

た
馬
具
（
辻
金
具
）

ふ
な
づ
か
こ
ふ
ん

か
わ  

お
び

ば
　 

ぐ

さ
び

こ
は
く
せ
い
な
つ
め
だ
ま

う
も
れ
ぎ
せ
い
き
り
こ
だ
ま

み
さ
と

わ
り
づ
かひ

も

つ
き

「
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り
教
室
」

参
加
者
募
集

　
　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
５

1
2
0
0
）

　
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
あ
る「
勾
玉
」

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
中
央
公
民
館
　
創
作
室

対
象
　
町
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ

　
の
保
護
者

定
員
　
10
組
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合

　
は
抽
選
）

参
加
費
　
材
料
費
２
０
０
円
・
保
険
料
　

　（
１
０
０
円
程
度
）（※

当
日
徴
収
）

募
集
期
間
　
７
月
6
日
（
土
）〜
19
日
　（金
）

　（
水
曜
日
休
館
）

申
込
方
法
　
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、　

　
電
話
番
号
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

•

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
窓
口

　（
水
曜
日
休
館
）

•

Ｆ
Ａ
Ｘ（
☎
０
７
４
５

1
2
0
1
）

•

Ｅ
メ
ー
ル

▲須恵器の「坏」の比較写真

（bunkazai@
tow

n.ikaruga.nara.jp

）

 

こ
う 

え
ん   

ぶ

舟塚古墳（上）
藤ノ木古墳（復元品）（下） 
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図書館へ行こう！
電子図書館　電子書籍購入リクエスト募集（第７回）

対象：町在住・在勤・在学の人
　　 （電子図書館に登録している人または登録希望の人）
申込：メールまたはfax
募集期間：７月１日（月）～３１日（水）
詳しくは斑鳩町電子図書館のウェブサイトをご覧ください。
（https://web.d-library.jp/ikaruga/）

　

町立図書館・公民館図書室の休館・休室について
　空調工事・図書の特別整理のため、下記の期間休館します。
町立図書館　：７月２日(火)～１１日(木)
公民館図書室：７月２日(火)～７日(日)
※詳しくは広報６月号をご覧ください。
図書館ホームページの一時利用休止について
　図書館システムのメンテナンスのため、次のとおり図書館のホー
ムページを休止します。
日時　７月２日(火)9：00～21：00　※図書館・図書室休館日
　メンテナンス中は、図書館ホームページ、図書の検索・利用照会
システムがご利用いただけなくなります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
７月の図書展示（７月１日～７月３１日）
「読むスポーツ～オリンピックを見る前に～」
「読書感想文課題図書」をテーマに展示を行います。

 

一般書 貸出ベスト３

１位「汝、星のごとく」
　　　　　　　　　（凪良 ゆう）
２位「あなたが誰かを殺した」　
　　　　　　　　　（東野 圭吾）
３位「白鳥とコウモリ」　
　　　　　　　　　（東野 圭吾）

 

 児童書 貸出ベスト３

１位「パンダ銭湯」

２位「ポケモンをさがせ！プラチナ」

３位「いいからいいから」

１位「マンガでわかる
                    バフェットの投資術」

２位「ちょこっとから楽しむ
　　　　　　　  はじめての梅仕事」

３位「はじめてでもかんたんに
         フリージング　安心な離乳食」

お知らせ

町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@libra
ryik

aru
ga
.jp

HP：https://www.lics-saas.nexs-s
ervic

e.jp
/ika
rug
a/

ランキング4月 お知らせ

■ 水曜日のおはなし会

日時　７月17日(水)午後2時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０～６歳

日時　７月20日(土)午後3時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下

■ 土曜日のおはなし会

日時　７月14日(日)午後3時～
協力　斑鳩おはなしの会
対象　５歳～小学生
　　　※ストーリーテリング…覚えたおはなしを本を見ないで語ること

■ 夏のおはなし会
　 楽しいおはなし（ストーリーテリング）がいっぱい！

おはなし会

電子図書館 貸出ベスト３

場所　町立図書館児童フロア
定員　各10組（申込不要）
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より住みやすい斑鳩町をめざして、まちづくり活動に参加してみませんか！

協働のまちづくり・活動提案制度とは・・・

協働のまちづくり

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-70-0923

https://ikaruga-kyodo.jimdo.com/
窓口業務時間　午前10時～12時、午後１時～３時

　住民と行政がよきパートナーとして、行政と協働で行う事
業の企画を募集し、目的や目標を共有することができる事業
を認定し、補助金(上限30万円)を交付する制度です。お気軽
にご相談ください。

協
働
のまちづく

り

ikarugakyodo＠yahoo.co.jp

　住民活動センター（住民活動の拠点）から、これまでに協働のまち
づくり活動提案制度を活用して、現在も活動を継続している住民活動
団体を紹介します。関心のある活動についての問い合わせは、住民活
動センターまで。

団体名

1 特定非営利法人あゆみの家

斑鳩の里　ふれあい野菜クラブ

こども食堂いかるが
竜田公園を愛する会
斑鳩町イカルの会

いかるがつながり隊

斑鳩の里　會津八一の会

斑鳩町子どもに本を読む・語る会

つくる暮らしの会

いかるがソラネコ会
斑鳩の明るい農業の会
法隆寺Cafe子ども食堂

いかるが子どもの遊び場づくりの会

斑鳩町栄養士会

2

3

4
5
6

7

8

9

10

11

12
13
14

活動内容 認定年度

高齢者世帯の手助けを通じて、あゆみの家の利用者との
交流活動（R４年度から生活支援サービスに移行）

毎月２回朝市開催。家庭菜園で育てた野菜を販売
地域のつながり、高齢者の社会参加の機会づくり

健康に役立つ食育活動（子どもクッキング・防災やエコ
に関するイベント協力）

個人ボランティアとボランティア募集団体とのマッチング
住民活動センターのサポート活動、まちづくり純喫茶開催

絵本は、幼少期の子どもの心を育みます。幼稚園などで
読み聞かせ活動

「つくる」を通して、地域資源が循環する暮らしの実践と、
同じ思いの人が交流できる機会づくり

毎月１回、子どもたちと保護者の居場所になる食堂を開店
竜田公園とその付近の清掃、環境保全活動
町の鳥イカルの周知活動、バードウォッチング

H28

H28

H28

H29

H28・29

H29・30

飼い主のいない猫の繁殖を抑える TNR活動 R３
町内の草木ごみを堆肥化し農業に利活用する活動 R４・５
毎月１回、子どもや高齢者の居場所になる食堂を開店 R５

R２・４

H28・29
H28～ 30

H29・30

住民活動団体「法隆寺フォレストロニカ」が整備した森の遊
び場や東洋シールキャンプ場でプレーパークを開催 H30～R２

斑鳩を愛した歌人、會津八一についての周知活動
「斑鳩の里　観光ボランティアの会」の活動に協力

★印のある団体は、会員・ボランティア募集中です！

★

★
★

★

★

★

★

★

★

★
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　“社会を明るくする運動”は、すべての国民
が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人た
ちの更生について理解を
深め、それぞれの立場で
力を合わせ、犯罪や非行
のない安全で安心な地域
社会を築くための全国的
な運動です。

　

・
待
虐
・
困
貧

存
依
・
立
孤

…
。

　

の
行
非
や
罪
犯

。
す
で
ま
ざ
ま

　

酒
お
、
ば
え
例

に
罪
犯
に
け
か

問
の
立
孤
と
も
と

な
少
が
合
場
る
い
て
え
抱
を
題

。
ん
せ
ま
り
あ
く

　

や
待
虐
た
け
受
に
頃
な
さ
小

身
自
分
自
、
は
験
経
の
め
じ
い

み
痛
の
者
他
、
い
思
に
切
大
を

こ
む
育
を
ち
持
気
る
す
感
共
に

の
そ
、
し
に
難
困
に
き
と
を
と

。
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
く
つ
を

　

思
に
さ
ら
づ
き
生
の
ら
れ
こ

す
と
う
ろ
直
ち
立
、
せ
寄
を
い

込
み
包
を
さ
ら
づ
き
生
の
人
る

な
た
新
、
い
な
ま
生
を
者
害
被

が
も
誰
、
い
な
ま
生
も
者
害
加

コ
る
せ
ら
暮
に
心
安
・
全
安

り
な
か
ほ
に

。
ん
せ
ま

め
深
を
解
理

る
守
見

　

去
過
の
ら
自

ち
た
人
る
い
て
し
と
う
ろ
直
ち

。
す
ま
し
い
願
お
を
解
理
ご
の
へ

　

、
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
局
護
保
省
務
法

ま
さ
る
す
関
に
援
支
り
直
ち
立

る
す
援
応
で
付
寄

　

円
０
０
０
１
口
１

ま
き
で
が
と
こ
る
す
を
付
寄
に

　

の
動
運
る
す
く
る
明
を
会
社

へ
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
や
ト
ン
ベ
イ

。
す
ま
し
い
願
お
を
加
参
の

る
す
援
支
を
り
直
ち
立

る
な
に
手
い
担

で
く
近
番
一
を
り
直
ち
立

る
守
見☜ 

司
護
保

　

る
え
支
で
域
地
を
り
直
ち
立

ど
な
情
事

理
く
よ
を

保
、
し
解

官
察
観
護

し
働
協
と

る
い
て
け
受
を
察
観
護
保
、
て

指
や
言
助
た
じ
通
を
接
面
に
人

会
社
が
等
者
刑
受
、
い
行
を
導

け
か
き
働
の
へ
境
環
る
す
帰
復

」
り
守
見
「
と
」
労
就
「

う
担
を
方
両
の☜ 

主
用
雇
力
協

　

自
の
人
た
し
を
行
非
や
罪
犯

こ
る
す
力
協
に
帰
復
会
社
や
立

よ
し
用
雇
、
て
し
と
的
目
を
と

。
す
で
主
業
事
る
す
と
う

の
人
る
す
帰
復
会
社

る
く
つ
を
所
場
居☜ 

設
施
護
保
生
更

　

供
提
を
事
食
や
所
場
泊
宿

援
や
導
指
た
け
向
に
立
自
、
し

。
す
で
設
施
の
間
民
う
行
を
助

　私たちの身のまわりでもさまざまな犯罪が発生し、増加しています。犯罪のない安心してく
らせる社会を築いていくためには、犯罪を取り締まるだけでなく、一度罪を犯してしまった人
たちが二度と過ちを犯さないよう更生を支援すること、また、犯罪が起こらない社会にしてい
くことが重要です。
　保護司は、犯罪や非行を生まない地域づくりのため、これらに努力しています。

　

を
と
こ
の
域
地☜ 

会
性
女
護
保
生
更

　

更
や
動
活
防
予
罪
犯
の
域
地

ン
ラ
ボ
の
性
女
う
行
を
援
支
生

で
点
視
の
人
い
若

加
参
に
援
支
り
直
ち
立☜ 

会
Ｓ
Ｂ
Ｂ

　

る
え
抱
を
題
問
な
ま
ざ
ま
さ

青
る
け
助
を
長
成
の
ち
た
年
少　

手
い
担
の
援
支
り
直
ち
立

。
す
で
ま
ざ
ま
さ
は

　　

さ
、
は
に
援
支
り
直
ち
立

大
が
り
わ
関
の
人
な
ま
ざ
ま

。
す
で
切

法務省保護局
公式
アカウント

法務省
公式YouTube
チャンネル

法務省保護局
公式 Instagram
アカウント

更生ペンギンの
ホゴちゃん

更生ペンギンの
サラちゃん

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

第74回 社会を明るくする運動

７月は “ 社会を明るくする運動 ”
強調月間・再犯防止啓発月間です

犯罪や非行の背景には
生きづらさがあります

生きづらさに寄り添い
立ち直りを支援する方法は

さまざまです

す
。
寄
付
金
は
、
全
国
の
草

の
根
の
立
ち
直
り
支
援
活
動

に
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

フ
ォ
ロ
ー
拡
散
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

X（旧Twitter）

問合せ　福祉課（☎内線１３５）
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福
祉
課（
☎
内
線
１
３
５
）

　
町
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
に
敬
意
を
表
し
、
記
念
品（
會
津
八
一

先
生
御
歌
入
り
中
宮
寺
御
門
跡
筆
入
り
茶

碗
）を
贈
呈
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
７
月
31
日（
水
）ま
で

に
福
祉
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
町
に
住
所
が
あ
り
、昭
和
49
年
１
月

　
１
日
〜
12
月
31
日
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

　
た
ご
夫
婦

持
ち
物
　

本
籍
地
が
町
内
の
人
・
・
・
印
か
ん

　
ま
た
は
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

本
籍
地
が
町
外
の
人
・
・
・
戸
籍
抄
本
な

　
ど
婚
姻
日
が
確
認
で
き
る
書
類

〜
あ
な
た
の
手
が
耳
代
わ
り
に
〜

「
手
話
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　
　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
７
４
５

５
１
２
２
）

日
時
　
７
月
25
日（
木
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所
　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

対
象
　
町
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

費
用
　
無
料

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
り

　
ま
す
。

※
申
し
込
み
が
３
人
以
下
の
場
合
は
、
講

　
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

申
込
　
７
月

１２
日（
金
）ま
で
に
社
会
福
祉 

　
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
の
休
日
受
付
を
行
い
ま
す

住
民
課（
☎
内
線
１
６
１
）

　
平
日
に
役
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い

人
は
、
次
の
と
お
り
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
13
日（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
役
場
　
１
階
　
住
民
課
窓
口

※
出
入
り
口
は
東
側
玄
関
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
申
請

　
に
は
、本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
う
え
、

　
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
、持
ち
物
な
ど
は
、住
民
課
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
交
付
・
申

　
請
方
法
に
よ
っ
て
持
ち
物
が
異
な
り
ま
す
）

※
休
日
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
申
請

　
補
助
サ
ー
ビ
ス
は
行
い
ま
せ
ん
。

斑鳩町役場
主な連絡先

上下水道課（上水道係）

上下水道課（下水道係）

町立図書館

中央公民館

東公民館

西公民館

中央体育館

斑鳩文化財センター

生き生きプラザ斑鳩

保健センター

子育て支援課

斑鳩町地域包括
支援センター

斑鳩町観光協会

ふれあい交流センター
いきいきの里

衛生処理場

西老人憩の家

東老人憩の家

ふらっぴん♪

いかるがホール

三室休日診療所

斑鳩町シルバー
人材センター

広告
斑鳩
中学校

斑鳩町
商工会館たつた保育園

斑鳩交番

斑鳩町役場

斑鳩小学校

斑鳩町文化財
活用センター

最終処分場
（ごみ積替え施設）

三井浄水場
上水道課（下水道課



最終処分場
（ごみ積替え施設）

斑鳩町文化財
活用センター

斑鳩
中学校

斑鳩小学校

斑鳩町
商工会館

斑鳩町役場

たつた保育園

斑鳩交番

水道庁舎
（上下水道課

天満スポーツ
グラウンド

健民テニスコート至平群

竜
  田
   川

健民運動場

藤ノ木
古墳

平　群　町

寄
附
の
お
礼

　
　
斑
鳩
小
学
校
昭
和
26
年
　
　
　

　
　
　
　
　
6
年
4
組
一
同
　
様  

　
2
万
9
，0
0
0
円

（
高
齢
者・障
害
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
）

        

　
　

 

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

納
期
限
　
７
月
31
日（
水
）

○
固
定
資
産
税（
第
２
期
分
）

　
　
・
・
・
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

・
・
・
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

　
　
・
・
・
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

　
お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
の
納
税

結
婚
50
年（
金
婚
式
）を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ
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緊
急
地
震
速
報
の
試
験
放
送

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

（
☎
内
線
2
4
1
・
2
3
3
）

　
緊
急
地
震
速
報
装
置
と
放
送
設
備
の
連

動
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。

　
近
隣
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
9
日（
火
）

　
午
後
3
時
〜
5
時
の
間
で
各
施
設
10
分

　
程
度

場
所
　
町
立
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園

第
百
九
回
法
隆
寺
子
規
忌
献
句

　
　
山
﨑
篤（
☎
０
７
４
５

３
１
０
７
）

　
献
句
と
当
日
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
15
日（
日
）受
付
は
午
前
10
時

　
か
ら
、法
要
は
午
前
11
時
か
ら

場
所
　
聖
徳
会
館

参
加
費
　
1
，0
0
0
円（
投
句
二
句
）

献
句
締
切
　
７
月
31
日（
水
）

献
句
要
領
　
献
句
は
一
組（
二
句
）

　
1
，0
0
0
円
、　
幾
組
で
も
可
。

　
投
句
用
紙
は
中
央・
東
・
西
公
民
館
ま
で
。

投
句
先
　
山
﨑
　
篤

（
斑
鳩
町
幸
前
１
‐
１
‐
41
）

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
催
　
斑
鳩
吟
社
・
法
隆
寺

後
援
　
斑
鳩
町
・
各
俳
句
結
社

広告

※相談の時間が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

7月の相談 内 容

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

９日（火）、16日（火）、
23日（火）
（電話予約申込順）

４日（木）、11日（木）、18日（木）

2日（火）

１0日（水）
（毎月第2水曜日）

13:00～16:00 住民課
（☎内線163）

住民課
（☎内線163）

若者サポートステー   
ションやまと
☎0744-44-2055 
fax0744-44-2056 

斑鳩町商工会
☎0745-74-2500

子育て支援課
☎0745-75-1152

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:15

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

申込不要
問合せ　安全安心課

（☎内線273）

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

役場１階
第２会議室

役場１階
第３会議室

役場１階
第３会議室

中央公民館

中央公民館

役場会議室
または自宅

など

13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:20

10:00～12:00

9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～16:00

毎週火・金・土曜日

26日（金）
（毎月第４金曜日）

26日（金）
（毎月第４金曜日）

契約のトラブル、悪質商法、
商品の品質・欠陥など消
費生活全般に関する相談

事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

青少年の悩みや不安とい
った心の問題に関する相
談（オンライン相談も可）

子育てについてのさまざ
まな悩みを心理士などが
お受けします

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

行政の仕事や手続き、
サービスに関する相談

消 費 生 活 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

創 業 支 援 相 談

子 育 て 相 談

女性のための相談

青少年悩みごと
教 育 相 談

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

相 談 日 申 込時 間 場 所

人権の侵害や差別に関する
相談（オンライン相談も可）

女性が抱えるあらゆる
悩みの相談

（オンライン相談）

25日（木）

19 日（金） 10:00～12:00 ふらっぴん♪

毎週火曜日
毎月第２・第４水曜日
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生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
２
）

　
町
で
は
、独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

事
業
年
度
　
令
和
６
年
度

事
業
名
　
第
２
回
い
か
る
が
の
里 

　
　
　
　
　
　
聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

助
成
区
分
　
地
方
公
共
団
体
ス
ポ
ー
ツ
活

　
動
助
成
事
業（
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、ス
ポ
ー

　
ツ
大
会
等
開
催（
地
方
））

事
業
内
容
　
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
、
世

　
界
遺
産
法
隆
寺
を
は
じ
め
、
歴
史
文
化

　
遺
産
が
満
載
の
い
か
る
が
の
里
を
舞
台

　
と
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
。

事
業
完
了
予
定
日
　
令
和
７
年
２
月
９
日

助
成
金
額
　
　
　
６
，０
０
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
付
決
定
額
）

※
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

●
マ
ラ
ソ
ン
の
部

開
催
日
　
令
和
７
年
２
月
９
日（
日
）

開
催
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
頃

種
目
　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
、1
0
㎞
コ
ー
ス

コ
ー
ス
　
国
道
25
号
北
側
周
回
コ
ー
ス

大
会
会
場
　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ

　
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
　
11
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

●
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
部

開
催
日
　
10
月
14
日（
祝
・
月
）

開
催
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
頃

種
目
　
３
㎞
コ
ー
ス
、６
㎞
コ
ー
ス

コ
ー
ス
　
国
道
25
号
北
側
周
回
コ
ー
ス
　

　（
三
井
観
光
駐
車
場
・
法
輪
寺
付
近
）

大
会
会
場
　
三
井
観
光
駐
車
場

申
込
期
間
　
８
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

事
業
名
　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

　
タ
ー
中
央
体
育
館
チ
ア
マ
ッ
ト
設
置
事
業

助
成
区
分
　
地
方
公
共
団
体
ス
ポ
ー
ツ
活

　
動
助
成（
大
型
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
設
置
）

事
業
内
容
　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
競
技
用

　
マ
ッ
ト
の
設
置

事
業
完
了
予
定
日
　
12
月
28
日

助
成
金
額
　
１
，１
０
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
付
決
定
額
）

事
業
名
　
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
空
調
設

　
備
整
備
事
業

助
成
区
分
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
助

　
成（
ス
ポ
ー
ツ
競
技
施
設
等
の
整
備
）

事
業
内
容
　
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
輻

　
射
式
パ
ネ
ル
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
設
置

事
業
完
了
予
定
日
　
令
和
７
年
３
月
24
日

助
成
金
額
　
２
０
，０
０
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
付
内
定
額
）

　
　

　
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
人
事
企
画
課
人
事
係

　（
橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３
）

　
　
　
　
　（
☎
０
７
４
４
⑳
１
１
１
９
）

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
令
和
７

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
区
分
　
大
学
区
分
・
短
大
区
分
・
高

　
校
区
分
・
救
命
士
区
分

※
詳
し
く
は
7
月
下
旬
に

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　

　
　
　
　
生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
３
）

　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
斑
鳩

町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
活
動

〇
西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推

進
委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

※
青
少
年
の
非
行
行
為
な
ど
の
情
報
提

　
供
は
、生
涯
学
習
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

〇
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
曜
・

　
金
曜
・
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

　
時
　
中
央
公
民
館
内
）

　【
申
込
不
要
・
電
話
相
談
可
能

　
　
　
　（
☎
０
７
４
５

０
０
７
７
）】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）助
成
事
業

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
」

広告

 

令
和
6
年
度
　
奈
良
県
広
域
消
防

 

消
防
吏
員
採
用
募
集
案
内（
後
期
）

（https://w
w

w
.naraksk119.jp/

）
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生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
2
）

　
　
　   
中
央
体
育
館

（
☎
０
７
４
５

３
１
０
０
）

対
象
者
　
町
在
住
の
人

対
象
施
設
　
ま
ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク
フ
ァ

　
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、
第
２
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
広
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル

※
令
和
6
年
度
か
ら
三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ

　
ー
ク
屋
外
プ
ー
ル
は
対
象
外
と
な
り
ま

　
し
た
。

利
用
料
金
　
対
象
施
設
を
次
の
料
金
で
利

　
用
で
き
ま
す
。（
対
象
施
設
の
利
用
料
金

　
と
の
差
額
を
助
成
し
ま
す
）

大
人
　
３
５
０
円

小
人（
中
学
生
含
む
）　
１
０
０
円

※
対
象
施
設
利
用
の
前
に
必
ず
利
用
券
の

　
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。事
前
に
利

　
用
券
の
交
付
を
受
け
な
い
場
合
は
、
通

　
常
料
金
と
な
り
ま
す
。

◎
令
和
６
年
度
か
ら
、
大
人
の
利
用
券
１

　
枚
に
つ
き
、
中
学
生
と
小
人
合
わ
せ
て

　
３
枚
ま
で
の
利
用
券
を
無
料
と
し
ま
す
。

利
用
券
交
付
期
間

　
７
月
１
日（
月
）〜
9
月
1
日（
日
）

利
用
券
交
付
場
所
・
時
間
　

　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
中
央
体
育
館

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時（
水
曜
休
館
）

利
用
券
交
付
申
請
・
利
用
方
法

　
利
用
券
の
交
付
場
所
で
申
請
書
を
記
入

　
し
、必
要
料
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
プ
ー
ル
施
設
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
利
用
券
は
各
施
設
の
窓
口
に
提
出
し
、 

　
施
設
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
施
設
で
は
、
利
用
券
は
交
付
し
て

　
い
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

・ 

申
請
の
際
に
、申
請
者
の
住
所
、氏
名

   
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・ 
申
請
者
と
同
一
世
帯
の
方
の
利
用
券

   
の
み
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。（
他
の

   

世
帯
の
人
の
利
用
券
は
申
請
で
き
ま
せ

   

ん
。）

・ 

一
度
に
複
数
枚
申
請
が
可
能
で
す
が
、一

   

度
交
付
さ
れ
た
利
用
券
は
返
還
、交
換
、

   

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

利
用
券
を
紛
失
な
ど
さ
れ
た
場
合
で

   

も
再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

利
用
券
は
、交
付
を
受
け
た
本
人
が
使

   

用
し
て
く
だ
さ
い
。他
人
へ
の
譲
渡
は
で

   

き
ま
せ
ん
。

・ 

利
用
券
は
交
付
を
受
け
た
年
度
内
の
み

   

有
効
で
す
。

※
虚
偽
申
請
や
不
正
行
為
が
あ
っ
た
場
合

   

は
、今
後
、利
用
券
を
交
付
し
な
い
こ
と

   

が
あ
り
ま
す
。

施
設
利
用
の
注
意
事
項

町
外
プ
ー
ル
施
設
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
　

・ 

対
象
施
設
の
営
業
期
間
、営
業
時
間
、設

   

備
な
ど
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

   

だ
さ
い
。

・ 

対
象
施
設
の
利
用
条
件
を
遵
守
し
、ご

   

利
用
く
だ
さ
い
。

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

住
民
公
開
講
座

　
　
奈
良
県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
５

０
５
０
５
）

日
時
　
７
月
４
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー
ル

（
リ
ー
ベ
ル
王
寺
東
館
５
階
）

講
演
内
容

①「
知
っ
て
お
け
ば
こ
わ
く
な
い
！！
肝
臓

　
手
術
の
基
礎
知
識
」　
奈
良
県
西
和
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
外
科
・
消
化
器
外
科
　

　
副
部
長
　
山
戸
　
一
郎
先
生

②「
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ロ
ボ
ッ
ト
支

　
援
手
術
機
器
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
が
や
っ
て

　
き
た
！
」　
奈
良
県
西
和
医
療
セ
ン
タ

　
ー
泌
尿
器
科
副
部
長
　
穴
井
　
智
先
生

※
定
員
１
５
０
人
・
費
用
無
料
・
申
込
不

　
要（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い（http://seiw

a-m
c.jp/

）

広告
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安
全
安
心
課（
☎
内
線
２
７
２
）

　
斑
鳩
町
自
主
防
災
連
絡
会
は
、
町
内
の

自
主
防
災
組
織
、防
災
士
、防
災
に
関
心
の

あ
る
人
が
中
心
と
な
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
協
力
し
て
災
害
対
策
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
普
段
か
ら
関
係
者
同
士
の
絆
を
深

め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

の
充
実
化
、
組
織
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題

の
解
決
、
ま
た
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
の
支
援
な
ど
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
連
絡
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
会
員
、
防
災
士
で
な

く
て
も
、
防
災
に
関
心
の
あ
る
人
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
21
日（
日
）　
午
後
２
時
〜

場
所
　
斑
鳩
町
役
場
　
地
下
大
会
議
室

内
容

・
テ
ー
マ
　
地
震
に
備
え
よ
う
！

　
　
　
　
〜
正
し
い
知
識
と
防
災
〜
　
　

・
講
師
　
奈
良
地
方
気
象
台

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
裕
輝  

さ
ん

・
意
見
交
換
会
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動

  

に
つ
い
て
意
見
交
換

申
込
　
安
全
安
心
課
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

斑
鳩
町
自
主
防
災
連
絡
会

　
　
　
自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
　
　
　（
奈
良
市
高
天
市
町
11
‐
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
天
飯
田
ビ
ル
）

　
　
　
　（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

種
目
・
受
付
期
間（
す
べ
て
締
切
日
必
着
）

①
航
空
学
生

　
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
５
日（
木
）

②
一
般
曹
候
補
生

　
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
３
日（
火
）

③
自
衛
官
候
補
生
・
年
間
を
通
じ
て

④
防
衛
大
学
校

　（
一
般
）　７
月
１
日（
月
）〜
10
月
17
日（
木
）

　（
推
薦
・
総
合
選
抜
）　９
月
５
日（
木
）　〜
９
月

　
９
日（
月
）

⑤
防
衛
医
科
大
学
校

　（
医
学
科
）　７
月
１
日（
月
）
〜
10
月
９
日

　（
水
）

　（
看
護
学
科
）７
月
１
日（
月
）〜
10
月
２
日

　（
水
）

資
格
①
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お

　
い
て
、
海
上
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
23

　
歳
未
満
、航
空
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
24

　
歳
未
満
。

　
②
・
③
は
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現

　
在
、　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
。

　
④
・
⑤
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
現

　
在
、　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
。

※
詳
し
く
は
、自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本

　
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

　
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域を守る消防団員募集 

【入団できる人】
・町在住または在勤の人
・年齢１８歳以上の人
・意志が強く、身体強健の人
 

※入団を希望する人は、下記へご連絡・ご相談ください。
　　　　　　安全安心課　消防防災係　
　　　　   　　　（☎内線272） 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　消防団は、普段は自分の職業や学業を持ちながら、平常時には地域の防火・防災の担い手として、ま
た、災害発生時には、消火・警戒などの消防活動を行う、地域の防災リーダーとしての役割を担ってい
ます。近年、消防団員数は全国的に減少傾向にあり、斑鳩町でも将来の担い手となる団員の確保に取り
組んでいます。
　消防団活動にあなたも参加してみませんか。



Q

6月号広報クイズの答　r（応募件数13）

「斑鳩町が実施している不登校対策の
取り組みは“〇イ・キャッチ”プロジェクト。」
〇に当てはまるカタカナ一文字は？

資源物共通指定袋の仕様変更

応募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198 斑鳩町
役場・広報クイズ係）、fax（0745-74-1011）、E メール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。

『動く交番』

役場庁舎総合防災訓練のお知らせ
 

実施日

実施場所
訓練実施時には役場正面駐車場がご利用
できません。
左記地図の役場東側来庁者用駐車場をご
利用ください。 

※雨天時は、訓練内容を
　縮小します。

　奈良県警察本部で運用されている『動く交番』は、普段よく見かける白色と黒
色のパトカーではなく、相談机などが備え付けられた鮮やかな青色と白色のワン
ボックスタイプの車両です。『動く交番』は、開設場所付近の徒歩警ら、通学路な
どにおける警戒活動、広報啓発活動などを主な活動としています。
　開設日は、上記開設予定日をご覧ください。
　なお、開設予定日であっても、諸般の事情により開設できない場合があります
ので、あらかじめご了承ください。

　役場庁舎総合防災訓練を下記のとおり実施します。訓練では、町職員による誘導訓練と、奈良県広域消
防組合西和消防署のご協力により、庁舎内での救助活動訓練を行います。
　ご来庁のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力・ご参加をよろしくお願いします。

７月８日 ( 月 )
 午前９時３０分～

役場本庁舎

〈7月16日(火)必着〉

資源物共通指定袋（ビン類・缶類、ペットボトル、その他
プラスチック類）について、他の町指定のごみ袋と区別
がしやすいように、文字の色を『赤色』から『青色』に変更
して、環境対策課窓口で配布しています。

環境対策課（☎内線１３２）

【
注
意
点
】

① 旧資源物共通指定袋（赤色）も、これまでどおり
　 使用できます。
② ご使用は、旧資源物共通指定袋（赤色）からご使
　 用ください。

役場東側来庁者用駐車場

訓練
場所
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◆開設場所　安心安全拠点内駐車場
　　　　　　（奈良県西和警察署法隆寺駐在所跡地）

令和６年７月から『動く交番』を開設します！！

問合せ　安全安心課（☎内線２７２）

７月　９日（火）午前１０時～
※開所式（雨天中止）
７月１６日（火）午前
７月２６日（金）午後

令和６年７月開設予定日



カレンダー健 康子ども （事前申込要：電話申込可）

＝健康マイレージポイント対象事業です

7月17日（水）
7月24日（水）
7月31日（水）
8月7日（水）
8月14日（水）

妊娠中の人や
乳幼児の保護者

事 業 名 実施日 受付時間 対象者 内　容　等

13：15～13：30

9：30～11：30

○産前・産後についての相談や母乳育児・授乳
　などについての相談　
持物：母子健康手帳、バスタオル　
申込：各実施日の前日まで

    パパのための
子育てなんでも相談

身 体 計 測

7月 31日（水）
8月 14日（水）

妊婦の夫・
パートナー

子育て中の男性

〇出産・子育てに関する悩み、家族に対する関わ
　り方への不安などについての相談
申込：各実施日の前日まで　　
方法：来所または電話

①7月22日（月）

②8月9日（金）

9：30～10：30

13：30～14：30

〇育児や食事のことなどについての相談　　　
持物：母子健康手帳　（※身体計測希望の場合は
         バスタオル）
申込：①７月１９日（金）まで
　　  ②８月８日（木）まで

○身長・体重・頭囲・胸囲測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　
持物：母子健康手帳、バスタオル、健康マイレー
　　   ジポイントカード　　　　

8月 5日（月） 9：30～11：00

 乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

助 産 師 相 談

就学までの児

282024.7. 広報 広報 

ジカウイルス感染症に気をつけましょう！

◎どんな症状？
発疹、発熱（微熱）、結膜充血、関節痛、頭痛など

◎治療や予防は？
治療薬やワクチンはまだありません。
予防は蚊に刺されないことが重要です。

◎蚊に刺されないためには、どうすればいいの？
・出かけるときは肌の露出が少ない服装にしましょう。
・防虫剤はこまめに使いましょう。
・蚊が多いところで寝るときは、蚊帳や蚊取り線香など対策をしましょう。

ジカウイルス感染症ってどんな病気？
主にジカウイルスを持っている蚊に刺されることによって感染する病気です。
感染しても約８割の人は症状が出ません。２割の人は蚊に刺されてから
２～７日後くらいに発症します。

就学までの児

前期離乳食教室 〇離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、健康
　　　マイレージポイントカード
申込：８月１６日（金）まで
〇離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、健康　
　　　マイレージポイントカード
申込：実施日の前日まで

後期離乳食教室

　R６年
3・4 月生

 　 R５年
10・11 月生9：45～10：00

8月 19日（月）

8月 20日（火）

13：00～15：00



保健センター（☎0 7 4 5－7 0
－0
0 0
1 ））

（fax0 7 4 5－7 4
－0
9 0
3

保

健センターだ
より

＝健康マイレージポイント対象事業です

　暑い季節は献血にご協力いただける人が減少するため、血液が特に
不足しがちになりますので、ご協力をお願いします。

 献血にご協力をお願いします！

日時：７月３１日（水）  １０：００～１２：００
　　　　　　　　　　　  １３：１５～１６：００
場所：斑鳩町役場東側駐車場
対象：１６～６９歳の人
　　　（ただし、６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献血経験のある人）
※ ご本人の確認のため運転免許証などをご持参ください。 

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事 業 名 実 施 日 時　間 定 員 内　　　　容

13：00～ 
　　15：00

①8月5日（月）
〇気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が
出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談。
方法：面談または電話
申込：①8月2日（金）まで　②8月16日（金）まで

各2人②8月19日（月）

おとな ■ がん検診予定表（集団検診） 守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～

（事前申込要：電話申込可）

29 2024.7. 広報 

「お口の健康診査」口腔健診を受けましょう！
 問合せ　奈良県後期高齢者医療広域連合　事業課（☎0744-29-8430）

対 象
健診内容
期 間
持 物
費 用
※口腔健診実施医療機関へ事前予約してください。

　 高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（QOＬ）の向上をはかり、健康寿命を延伸することを目的として、奈良県
後期高齢者医療広域連合から健診券（はがき）が健診対象の人へ５月下旬に郵送されています。

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大腸がん
検診 7月30日（火）

容器提出日

○乳がん検診を受けられない人
　　・ペースメーカーを入れている人
　　・乳房の手術を受けた人
　　　(しこりの切除等を含む)
　　・授乳中または断乳直後の人
※乳がん検診を受診する人はバスタオル
（検診時に使用します）をご持参ください。

○子宮頸がん検診を受けられない人
　　・検査当日、生理中の人
※子宮頸がん検診を受診する人は受診しやす
　いスカートを着用してください。

※子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回です。　　
　申し込み時に必ず前回受診日をお知らせください

8月30日（金）

35歳以上9:00～
　 11:00

13:15～
　 13:45

14:00～
　 14:15

（
20歳以上
の女性

申込先着
20人 ）

子宮頸がん
検診

乳がん検診
（マンモグラフィ

のみ）

子宮頸がん・
乳がん

（マンモグラフィ
のみ）

セット
検診

○容器は提出日１週間前までに保健センターで
　購入してください。（容器代 220 円）
※事前申込不要

令
和
5
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

（
40歳以上
の女性

申込先着
 30人 ）

☆
持
物
　健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・
マ
ス
ク

（
検
診
車
内
の
み
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
）

☆
結
果
　4
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す14:30～

　 14:45

（
40歳以上
の女性

申込先着
 各30人 ）

７５、８０、８５歳　（令和６年４月１日現在）の奈良県後期高齢者医療被保険者
問診･口腔内の診察
令和６年１１月３０日まで
健診券、健康保険証
無料
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広報

＊この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月は１～３日、12月は
　26～28日）で、町内の全家庭に直接お届けしています。ご近所で配布され
　ていない家庭がありましたらご連絡ください。

　７月１日から、防災情報アプリ「ハザードン」を活用し、斑鳩町の防災情報がプッシュ通知で届くサービスをはじ
めます。災害への備えとして、ぜひご利用ください。

7月号
令和6年7月1日発行

（通巻706号）

　 28,085人

　　男13,322人
（前月比 +9）

（前月比 +12）

　　女14,763人
　 　12,245世帯

問合せ
斑鳩町総務部総務課

（令和6年5月31日現在）

奈良県生駒郡斑鳩町

fax
※かけ間違いに注意！

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

広告

安全安心課（☎内線２７２）

防災アプリHazardon®（ハザードン） ダウンロードはこちらから

避難所の開設状況

お知らせ

通行止め情報

AndroidIOS

最大5件
登録可

プッシュ
通知で

迅速な情報

旅行先

職  場

実  家
離れて暮らす両親に避難を
促すなどの活用が可能！

防災アプリ Hazardon® （ハザードン）で防災情報の配信を開始します

■主な機能
　ハザードマップの確認
　　・ 洪水等の浸水想定区域や、土砂災害警戒区域などの確認ができます。
　斑鳩町からの防災情報を発信
　　・ 斑鳩町からの防災情報（防災行政無線の放送内容など）をプッシュ通知で、文字と音声により受け
         取ることができます。
　見守り機能としての活用
　　・情報が欲しい地域を最大５件登録できるため、全国どこからでも斑鳩町の防災に関する
         情報を入手することができます。
　　・ 例えば、遠隔地に住む親族がアプリから情報を入手し、斑鳩町に住む高齢の親族に直接連絡を
         して、早めの避難を促すなど、見守りツールとしても活用できます。

問合せ：総務課（☎0745-74-1001　内線274）


